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１．研究課題 

日本産シダ植物に関する分類学的一次資料の網羅的再検討とポータル整備 

 

 

２．共同研究者 

なし 

 

３．研究報告 

 

Ⅰ. 研究の目的 
日本産シダ植物に対して使用されたことのある全ての学名について、その一次資料（原

記載・タイプ標本）の所在情報を収集し、その内容を再検討することにより、日本産種

の学名の安定化を図る。同時に、散在している電子化された一次資料へのポータルサイ

トを整備することによって、将来の分類学的研究の迅速化・効率化に貢献する。 

 

特色： 分類学的一次資料の重要性は従来から認識されてきたが、世界に散在する膨大

な量の資料への網羅的アクセスは過去には現実的ではなかった。近年になって多様な主

体によって歴史的文献・タイプ標本の電子化が急速に進んだ結果、日本産種についても

相当数の一次資料がオープンアクセスの形態でweb上で公開された状態になっている。し

かしそれらの資料は様々な機関のデータベース・サイト中に散在しており、体系的には

把握されていない。本研究では、現在は用いられることの少ない異名まで含めた全ての

日本産シダ植物の学名について、それらの所在を網羅的に把握して再検討し、現在の分

類学的取り扱いの妥当性を自ら再検討する。収集した一時情報へのリンクはポータルサ

イトを作成・公開することによって、将来に渡って多数の研究者が容易にアクセス・再

検討できる理想的な状態を実現できる。 
 

Ⅱ. 研究の方法 
申請者の最新の研究成果に従うと、日本産シダ植物には740種（亜種・変種含む）と約3

50の雑種分類群が認められる。現在は異名として扱われているものまで含めると、日本

産シダ植物に対してこれまでに用いられた学名は2800を上回る。本研究ではそれら全て

の学名を対象とし、以下の手順で研究を進めた。 

1) 学名の出典の把握（書誌名・巻号・頁・出版年 等） 

2) 1)の文献がweb公開されている場合、そのURLを収集。（Biodiversity Heritage Lib

rary, 雑誌の公式サイト、大学等のレポジトリ、google books等を探索した） 



3) 2)の文献の内容を吟味し、国際命名規約に照らして有効・正式な出版であるか、命

名者名が妥当であるかを検討した。 

4) 基礎異名の把握（学名が組替えの場合） 

5) 各基礎異名について、文献中からタイプ標本の情報（産地・採集者・採集者番号・

採集日・収蔵機関等）を収集した。 

6) レクトタイプ・ネオタイプ等の選定が行われている場合は、その文献と標本の情報

を可能な限り把握した。 

7) 5)と6)のタイプ標本がweb公開されている場合、そのURLを収集。（JSTOR Global Pl

ants, 各機関のタイプ標本データベース, 標本画像が掲載された文献 等を探索した） 

8) タイプ標本の画像を検討し、現在の分類学的取扱いが正当であるかどうかを確認し

た。 

9) 各学名から分類学的一次資料へのリンクを集約したポータルサイトを作成・公開し

た。 

 

Ⅲ. 研究結果 
日本産野生種1096種（亜種・変種・雑種含む）に対して、4096の関係学名が収集され、

その中には基礎異名1751件、誤用2件、検討を要するもの118件が含まれていた。1751件

の基礎異名に関して、1435件(81.9%)はweb上に原記載文献が公開されていた。また、753

件（43%）は1点以上のタイプ標本画像がweb上で公開されていた。レクトタイプ・ネオタ

イプの選定された学名は95件が確認されたが、まだ多数が見逃されている可能性がある。 

 原記載や原発表を精査した結果、GreenList ver.1.01で採用した学名の著者に修正が

必要になる事例が複数確認され、次回更新時に反映予定である。また、タイプ標本の画

像を詳細に検討した結果、ハリガネワラビThelypteris japonicaなどいくつかの種では

現在採用している学名に再検討の余地が生じ、今後論文において学名の取り扱い変更を

提案する予定である。 
 

Ⅳ. 考察 
日本産シダ植物に関して、分類学的に重要な関係資料がweb上に予想以上に多く存在し

ていることが把握され、本研究で作成されたポータルサイトを経由して容易にアクセス

することが可能になった。一方で、日本の研究機関に所蔵されたタイプ標本および日本

で発行された文献には、未だweb公開に向けた動きがないものが多く、国際的な重要性を

鑑みて、早急にオープン化の取り組みを進める必要があると考えられる。 

 

Ⅴ. 成果発表 

Index to Ferns and Lycophytes of Japan (日本産シダ植物インデックス) http://jp

fern.la.coocan.jp/names 

海老原淳, 綛谷文清, 大西亘, 片山なつ. 日本産シダ植物の分類学リソースポータル

サイト構築. 日本植物分類学会第18回大会, 2019年3月7日-9日. 首都大学東京 南大沢

キャンパス. 
 

Ⅵ. 今後の課題 
現時点で本ポータルに含めている学名のシノニムは、日本から記載された学名と日本の

文献で採用されたことのある学名に限定されている。しかしながら広域分布種の多いシ

ダ植物では、「海外で用いられている日本産種のシノニム」もさらに多数存在している。

今後はより学名の網羅性を向上させていく必要がある。同様に本ポータルで収集した倍

数性・染色体数情報も、海外からの報告を網羅していく必要がある。 

http://jpfern.la.coocan.jp/names
http://jpfern.la.coocan.jp/names


  
作成されたポータルサイト（左：日本語トップページ、右：種情報詳細ページ） 


